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1. 吐出圧力 PH の求め方  [ 例：X6312]

 エア圧力 PA=0.55MPa のとき、吐出圧力 PH は、
 上グラフの破線①から、 PH=12MPa となります。
 計算式では、 PH=24x(0.55-0.05)=12MPa となり
 ます。  

2. 吐出油量の求め方 [ 例：X6316]

 エア圧力 PA=0.4MPa、吐出圧力 PH=4.5MPa
 のとき、 吐出油量は上グラフの破線②から、 
 0.5L/min となります。

能力線図 [ 作動油 ISO VG32 (20℃) のデータ ]
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特　長

● パスカルポンプは、駆動エア圧力をエアピストンと油圧ピストンの
面積比（増圧比）により、高油圧力に変換する小型･高性能ポンプです。

● 増圧比は 9.2 ～ 97 倍まで 6 モデルから選定することができます。

● エア / 油圧ピストンの高サイクルで確実なレシプロ運動により、吸
引～吐出を繰り返し、設定圧力に達するにつれて低サイクルになり、
最大吐出圧力で駆動エアと油圧力がバランスして圧力保持をおこな
います。

● バランス状態ではまったく駆動エアを消費せず、電動ポンプのよう
な動力損失や油温上昇を生じることはありません。

● 負荷圧力が減圧すると高応答で作動し、 油圧力を保持します。

● エア駆動で超小型構造

独自のエア駆動方式により、小型･軽量化を実現。

● 高性能で優れた機能

小型で耐久性･耐衝撃性に優れているため、 わずかな空間や運動箇

所に取付け可能な優れたパワー源です。

● 抜群の耐久性と信頼のメカニズム

1 サイクル / 毎時の超微速から 2000 サイクル / 毎分の高速までを安

定してレシプロ運動させるため、様々な技術が集積されています。

型式：WSB03

[本図はX63＊＊-B]
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高温多湿の厳しい使用環境も対応できる信頼性と耐久性を追求した、超小型･高性能エア駆動油圧ポンプ

1. エ ア フ ィ ル タ は 必 ず 取 付 け て く だ さ い。
ドレンのない無給油エアでの使用を推奨します。

2. サ ク シ ョ ン フ ィ ル タ は 必 ず 取 付 け て く だ さ い。
お客様にてサクションフィルタを準備される場合、 
ろ過精度 100 メッシュ、外径 ø57 以下のものを使用し
てください。

3. 初めてポンプを動かすときはエア抜きが必要です。
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